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 １-(２) 「スマートシティぎふ推進コンソーシアム」の設立について              

１ はじめに（トランジットモール 2019を終えて）  

・大変多くの皆さんに公共交通で訪れていただき、 

速報値で、２万５千人を超える人。 

（歩行者交通量）⇒ 通常の休日の３～８倍に増加 
 

・大変多くの方が、公共交通と歩行者が融合するトランジットモールを体感。 
 

・スマートシティの一環として、 

自動運転の走行実験や電動パーソナルモビリティの試乗会も行われ、未来の交通を体験。 
 

２ 「スマートシティぎふ推進コンソーシアム」の設立  
  

岐阜市では、未来の姿を描く取り組みを実現していくため、 

企業と共にスマートシティに取り組む。 

４月に応募したスマートシティの企画提案が、翌５月に国土交通省から 

「重点事業化促進プロジェクト」に選定されたことを受け、 

「スマートシティぎふ」をさらに推進するため、官民連携の事業推進体制とする 

「スマートシティぎふ推進コンソーシアム」を設立する。 
 

○日    時  ： １１月２１日（木）  １３時から （市役所本庁舎低層部４階 全員協議会室） 

〇構 成 員 ： ソフトバンク㈱、㈱トヨタオートモールクリエイト、モネテクノロジーズ㈱ 
 
        岐阜乗合自動車㈱、クアオルト研究所、名古屋大学、岐阜大学、岐阜市 
 

自動運転走行実験や、電動パーソナルモビリティ乗車体験といった「未来の交通」や、 

クアオルトをはじめとした「出かけて健康になるとりくみ」の協力メンバーなどで構成。 

 

 

 

（スマートシティぎふの取組みの全体像） 

 
 

 本市は様々な企業と 
包括連携協定を締結し、 
既に体制のベースを構築 

コンソーシアム 

ソフトバンク及びトヨタ 
オートモールクリエイト 
等により構成 

   オールド 
ニュータウン 

 
様々な 
データ  

・バスＩＣカードデータ 
・ウォーキング参加者の 
 パーソナルデータ 
・空き家情報データ 等 

 

 

 

 

「健幸都市ぎふ」出かけて健康になるまち の実現 

全体最適化 

 

 

 

 

 

 

産業・地域活性化 

観光 

健康 

交通 

分野横断 

 大型商業施設（ｶﾗﾌﾙﾀｳﾝ）を実証フィールドとして新たな試みを実践 
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